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Abstract
In　this　study 　we 　will 　explore 　how 　metaphors 　help　students 　comprehend 　poetry　from　a　cognitive

linguistics　perspective．　 A 　metaphor 　in　cognitive 　linguistics　is　not　just　a 丘gure　of 　speech 　but　is

pervasive　in　everyday 　language　as　well 　as　in　poetry　and 　fiction（Lakoff＆ Turner　1989）．　 For

example
，
　when 　English　speakers 　say

“

we 　still　have　a　long　way 　to　go，
” they　understand 　life　as　a

journey：HFE 　IS　A 　JOURNEY 　In　this　paper　we 　put　a　special　f｛〕cus 　on 　the　mega −metaphor 　which 　is

a　type　of　metaphor 　effeCtive 　to　develop　ideas　in　poems ．　It　occurs 　repeatedly 　throughout　a　text　and

works 　like　a 　central 　theme ．　 Through 　the　course 　the　students 　learnt　metaphor 　as 　a　strategy 　to

comprehend 　and 　interpret　texts　and 　to　learn　how 　language　works 　to　convey 　meaning ．　We 　analyzed

26term 　papers　Qn 　conceptual 　metaphors 　which 　were 　developed　at　poetry　in　order 　to　evaluate 　and

monitor 　the　students
’

understanding ．　We 　f（）und 　out　that　the　students 　fbr　the　first　couple 　of　months

had　great　difficulties　finding　metaphorical 　expressions 　in　light　of　conceptua1 　metaphors ．　 However ，

they　enjoyed 　reading 　poetry　once 　they　acqulred 　the　strategies 　for　reading 　it．　In　the　end 　they　were

able 　to　read 　poems 　as　independent 　learners．

Key　Werds ： メ タフ ァ
ー
　詩 学　認知 言語学　授業研究

1　 は じめ に

　　本稿 は，大 学生 を対 象と した認知言語学 の 概念 メ タ フ ァ
ーを利用 した詩の 理解 ・学習 に

つ い て の 実践 報告 で あ る 。 従 来 まで の 詩の 指導方法は，教員が 読 解の 前指導 と して ，詩に

関す る記事や背景 に な る文 化的 ・歴 史的知識 を与 える，押韻や 韻律 な ど詩の 音声的 な特徴

に注意 を促す，語彙や文法 語順の 倒置な ど統語的な技法を確認する と い っ た もの で あ っ た 。

こ れ らの 方 法は， ク ラ ス 活 動 と して 詩 を学習す る 際 に は役立 つ が ，高度 な知識 を前提 とす

る ため，学習者が
一 人で 詩 を読む際 に は 利用 しに くく，詩 へ の 興 味 ・関心 は高 ま らな い （Collie

＆ Slater　1987；Carter＆ Long　1991）。 本稿 で は 、そ うい っ た 従来の 指導法 の 問題 点 を踏 まえ ，

概 念 メ タ フ ァ
ー

を利 用 す る こ とで ，学 習 者 の 自律的 な 詩 の 理 解 を可 能 に す る 方法 を提 案

す る 。
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2　認知 言 語学 か ら見 た詩の 理解

2．1　 先行研究の 問題点 と本研 究の 意義

　言 語学の 成果 を文学，特 に，詩の 理解 の 教育 に応用 した研 究 と して Widdowson に よ る
一

連 の 研究 （Widdowson 　1975
，
1992）がある 。

　 Widdowson は ，従来 まで の 詩の 鑑賞や批評 を乗

り越 え る手段 と して r 文体論 （Stylistics）に 基づ く詩の 授 業 を提案 して い る 。 例 えば ，詩

の 順番 を入 れ 替 えて 創作 させ る ，詩の 空所 を作 っ て補 充 させ る， オ リジ ナ ル の 詩 と散文に

書 き換 え られ た もの を比較させ る な どの 方法 で あ る 。
こ れ らの 方法 は，構造主 義言語 学や

ハ リデ
ー

の 機 能主 義言語 学の 流れ を汲む もの で ，基本 的 に詩 の 形式的な側面 に 注 目 した分

析 とな っ て い る 。

　 こ うい っ た形 式 面 を重視 した指導 は，少 な くと も語彙 や 表現 な ど内容理解 に 問題が ない

英語 母 語話 者や 上 級 の 英語学習 者 に対 して は効 果的 で あ る 。 しか し， 口本の 大 学生 の よ う

に 詩 の 理解 に 困難 を感 じる 中級 レ ベ ル の 学習者 に と っ て は 必 ず しも適切 とは い えない 。 そ

こ で 今回は ，音声や文法な ど詩 の 形式面で はな く，意味 的
・
概念的な理解 を促進す る ア プ ロ

ー

チ と して ，認知言語 学の 概念 メ タ フ ァ
ー

を応用す る 。

2．2　概念 メ タフ ァ
ー と認知詩学

　認 知言語学 で い う概 念メ タフ ァ
ーは， 日常言 語を成立 させ る重要 な概 念基盤 と して 提唱

されて い る 。 例 えば ，We ’

re 　at　the　crossroad ．や It’s　been　a　long　bumpy 　road ．，　 Look 　how 　far

we
’

ve 　come ．とい っ た 表現 は ，物理 的な移 動や旅行 だけ で な く，恋愛や 仕事とい っ た入生の

展開 を表 わす こ と もある 。 こ こ で 重 要 なの は， こ うい っ た比 喩 に用 い られ るメ タ フ ァ
ー

表

現が体 系的 に現れ る とい う点で あ る 。

　例 え ば ， こ れ らの 表現 に お い て
， 入生 は道の り （how ・far），選択 は分れ 道 （crossroad ），

困難 は 障害 （］ong 　bumpy 　road ） として概 念化 されて い る 。 認知言語学で は， こ うい っ た表

現 が 可 能 なの は ，個 々 の 表現 が 多義的な意味 を持 つ か らで は な く，〈Life　is　a　Journey（入生

は旅で あ る）〉とい う概念基盤が あ るか らで あ る と考える 。 また，こ うい っ た概念 メ タフ ァ
ー

は 口常 的 な言語使用 の か な り多 くの 部分 を占め る こ とが 指摘 され て い る 。

　最 近 で は，概 念 メ タ フ ァ
ーは， 日常言 語だけで な く，文学作 品や 政治的な討論， さ らに，

広告 や 新 聞 な どの 分析に も用 い られ る よ うに な っ て い る 。 特 に．文学作 品 の メ タ フ ァ
ー分

析 の 先 駆 け とな っ た の が ． Lakoff＆ Turner （1989） に よ る 認知詩学 （Cognitive　Poetics）で

あ り， そ の 後，Gibbs （1994） や Stockwell （2002）， ま た， 論 文 集 と し て は Semino ＆

Culpeper （2002）や GaVins＆ Steen （2003） と して 展 開 して い る 。

2．3 概 念 メ タフ ァ
ーに よ る詩 の分 析 一 く人生 は旅 で ある〉を中心 に

　以 下 は ，Robert 　Frost の
‘The 　Road 　Not 　Taken

”
とい う詩 の 最 後 の 部分 で あ る 。

　　 Two 　roadsdiverged 　in　a　wood
，
　and 　I−

　　　Itook　the　one 　less　trave亘led　by．
　 　 And 　that　had　made 　all　the　difference．

　 こ の 詩の 背 後 に ある の は先 に 見た 〈人生 は 旅 で あ る〉 とい う概 念 メ タ フ ァ
ー

で ある 。
こ

の 詩 に お い て ，主 人公 は 人生 の 岐路 に 立 っ て お り，古 人 が 歩 んだ平 坦 な道で は な く，ま だ

踏み な ら され て い な い 険 しい 道 を選 ん だ こ とが表 わ され て い る 。

　同 様 の 概 念 メ タ フ ァ
ー は， 聖 書 に あ る 有名 な 聖 句 「狭 い 門 か ら入 りな さ い （Enter

through　the　narrow 　gate．）」や
， 「僕の 前 に 道 は な い 。 ぼ くの 後ろ に道は 出来る」 とい う高村

光太郎 の 詩 な ど， 日英語 を問わ ず用い られ て い る 。 こ の よ うに ，概 念 メ タ フ ァ
ーは ，表現
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の 基盤 となる ア イデ ア とい っ て よ い だろ う。

　 さ ら に， 〈人生 は旅 で ある〉とい うとき，具体 的 な旅 の 手段 が特定化 され る こ と もあ る 。

次の 詩 は．
“ My 　Soul　ln　Sad　Exile

”

とい う有名な キ リス ト教 の 聖歌 で ，人生 の 荒波 に 溺れ そ

うに な っ て い た 入 が，キ リス トに 出会 い 救わ れ る こ と を歌 っ た詞で ある 瓢
。 こ こ で は 人生 は

船旅 に た とえ られ てお り，苦 しい 人生 は wild 　seas （荒波） と して ，心 の 平安 は rest （休息）

や anchor （停泊） と して 表わ され て い る 。

　　　1
’
ve 　anchored 　my 　soul　in　the　Haven 　of 　Rest

，

　 　 　1’ll　sail　the　wide 　seas 　no 　more ；

　　　The 　tempest 　may 　sweep 　over 　wild ，　stormy ，
　deep，

　　　In　Jesus　rm 　safe 　evermore ．

　 つ ま り，〈人生 は旅で ある 〉 と い うメ タフ ァ
ーは，徒歩や船旅，車や飛行機に よる旅 とい っ

たか た ちで ， よ り具体的 な旅 と して 概 念化 され る 。 こ の 詩 には 出現 して い な い が ，その 他

に も， smooth 　sailing や on 　the　rocks や foundering な どは船旅 に 基づ く表現で あ り，　 long

bumpy 　road や deadモ nd 　street ，　 spinning 　our 　wheel な どは 車 に よ る 旅 を想定 して い る 。 この

よ うに，概 念 メ タフ ァ
ーは抽象度 に よ っ て 異なる レ ベ ル で 提示 される 。

　 なお ，今 圄行 っ た授業で は ，英米詩 に現れ た メ タ フ ァ
ー

表現を学習者 に 分析 させ る 際 ，

な る べ く具 体 的な レ ベ ル で 考察 させ た 。 その ほ うが よ り深 い 理解 に到達 で きる と考え たか

ら で あ る 。 その 他，詩の 分析に おい て学習 者 に 次 の よ うな点に注意す る よ う促 した 。

2．　4　詩の分 析 にお け る三 つ の 注意点

　第
一

は ，直喩 （simile ） と隠喩 （metaphQr ）の 区別 をす る とい う点で ある 。 直喩 とは，
一

般 に 「〜の よ うな qike〜）」とい う形式 で ，ある もの をある もの に喩える こ とで あ り， 隠

喩 とは，そ うい っ た形式 を用 い ず に それ ら を表現す る こ とで ある 。 例 え ば，Juliet　is　like　the

sun ．とい う場 合 が 直喩 で ，　 Juliet　is　the　 sun ．とい う場合が 隠喩 にあた る 。 今回 の 分析 で は前

者の 直喩は 取 り上 げ ない こ とに した 2
。 それ は 隠喩 に注 目する こ とで ，こ れ まで 見落として

きた詩 の 概 念 的 な構 成を理解 して ほ しか っ たか らで あ る 。

　 第二 に，すべ て の 詩作 品が 統
一 した概念 メ タ フ ァ

ー
に よ っ て 構成 され て い る わ けで はな

い こ とに も注意が 必要で あ る 。 作品中の ほ とん どの 概念 メ タ フ ァ
ーは

一一
回性 の 断片的な も

の で ある 。 例 え ば，Alfred　Tennyson の
“Enoch 　Arden ”

に は，次の よ うな メ タフ ァ
ー

表現が

用 い られ て い る 。 こ れ らの 表現 は 〈〉内に示 した概念 メ タフ ァ
ーを断片 的に用 い て い るが ，

こ れ らは
“

Enoch　Arden
”

とい う作品全体に 通底する概念メ タ フ ァ
ーで は な い 。

　　　the　dawn　of　rosy 　childhood ＜A 　Lifetime　is　a　Day ＞

　　　my 　sorrow 　broke　me 　down ＜Sad　is　Down ＞

　　　too　hard　to　bear〈Difficulty　is　a　Burden＞

　認知 詩 学 で は， こ の よ うな 個 々 の 断 片 的 な メ タ フ ァ
ーを ミク ロ

・
メ タ フ ァ

ー
（micro

metaphor ） と い うの に 対 して ，詩作品全体 に流 れ る メ タフ ァ
ー をメ ガ ・

メ タフ ァ
ー

（mega

metaphor ）とい う ：タ
。 今 回 の授 業で は ，詩の 全体像 を理 解 させ る とい う目的 があ っ た の で ，個 々

1

由来す る こ とを考え る と深い 意味を感 じる。こ の 詞は 日本語 で は次 の よ うに 翻訳 され て い る 。

こ の こ とは ，日本語で救済を表す 「救 う」と い う動詞 が，水 の 中 に あ る もの を 「掬 う」 と い う言葉 に

　「人生 の 海 の 嵐 に揉 まれ き し こ の身 も，不 思 議な る 神の 手に よ り命拾 い しぬ

　 い と静け き港 に 着 き，我 は 今休ろ う。救 い 主 イ エ ス の 手に あ る 身は い と も安 し」
2　 直喩 は，明示 的 に表現され る ため ，概 念 メ タ フ ァ

ーとい う道具 立 て が な くて も理解 で きる が，隠喩 （メ

タ フ ァ
ー

）は，テ キ ス トの 中 に 隠れ て い て 気づ きに くい た め ，今回 は こ ち らに 焦点 をあ て た。
3　 ただ し，後述す る学生 の 分析か らもわか る よ うに，メ ガ ・メ タ フ ァ

ー
は 1 作品 に 対 して 1 つ とは隈 ら

な い 。
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の ミ ク ロ
・
メ タ フ ァ

ー に こ だ わ るの で は な く，作 品全体の 概念的 な理解 を可能 に する メ ガ ・

メ タ フ ァ
ー

に 注 目させ た n

　第三 は，詩人や 時代に よ っ て 概念 メ タ フ ァ
ーが多用 され る場 合と，そ れ らが ほ とん ど現

れ な い 場合 が ある と い うこ とで あ る 。 英米 詩 の 分 類 に は さ ま ざ ま な基準が あ るが ， メ タ

フ ァ
ー と い う観点か ら見 る と， 日常的な 出来事 をそ の ま ま詩に した作 品 や ，William　Blake

の
“The 　Tiger ”

の よ うな高 度に 象徴化 され た作 品は 今回 の 分 析 に な じまな い こ とが わ か る 。

そ こ で ，今回は概念的 な分析 が可 能 な抒 情詩 を 中心 に 取 り上 げる こ とに した 。

2，5 概念 メ タフ ァ
ー とイメ ージの 図 式化

　詩 は ，概 念 として だ けで な く，感覚 や イメ
ージ と して理解す る こ とが 重要 で ある 。 そ こ で ，

今回 の 授 業で は学習者に ，概念 メ タ フ ァ
ー を言葉で 提示す る だ けで な く p そ れ ら を図式化

する こ とを求 めた 4c
最近 の 学生 は ビジ ュ アル 表現 を得意 とす るが，今 回の よ うな図式化は

あ る程 度の 抽象化 が 必要 と なる た め， 図 式化 の 方法 が わか る よ うに 次の よ うな具体例 を提

示 した 。

　以 下 は， 〈Life　is　a　Journey＞ と 〈A 　Lifetime　is　a　Day＞を図式化 した もの で ある 。 人生 は旅

に 喩 え ら れ る場合 もあ れ ば，
一 日や

一
年 に 喩 え られ る こ と もあ る 。 例 え ば，the　dawn 　of

childhood は 幼年 期 を，　 the　spring 　of　one
’
s　lifeは 青年期を， また ，　 evening 　twilightや the

autumn 　of　one
’

s　lifeは 老年期 を表わ す。 こ れ らの 表現 は ，人間の
一一

生 が 均 質な もの で は な く，

昼夜や 四季の よ うに 多様な局 面か ら な っ て い る こ とに基 づ く。

Jou

DAY

，　 d：y 　〈 青 年 〉

／

趨蟹

一 △ ＿
m ロ rning 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　night

〈 誕 生 〉 〈 死 〉

図 1．Life　is　a　Journey 図 2．Alifetime　is　a 　Day

　次 の 図 は， 〈Life　is　a 　Plant＞ とい うメ タフ ァ
ーを図式化 した もの で ある 。 例 えば，　 budding

friendship（友情 の 芽生 え），　 blossom　of　youth （青春真 っ 盛 り），　efforts ・bear・fruit（努力が実

を結ぶ ） とい っ た表現 は、 人間の 成長 を植物の 生 長 に喩 え た もの で あ り，成長の 段 階 （努

力や 達 成 ）が 植物の 段階 的 な生 長 と して 表現 さ れ て い る。 ただ し， こ れ ら の 表現は 英語 よ

りも日本語 に豊富 なメ タ フ ァ
ー

で あ る とい える か もしれ ない （Cf．籾山 2006）。

4　 図 式化 に よ っ て ，学 生 た ち は 互 い に 英 詩 の 理解 を 深 め る こ と が で き，ま た，英詩 に も入 り込 み や す く

な る 。た だ し，こ れ は あ くま で も補助 的 な もの で ，ヴ ィ ゴ ツ キ ア ン の い う ス キ ャ フ ォ
ー

ル デ ィ ン グ ，つ ま り，
困難な課題 に 対する 支えと して ，最 終的 に は こ うい っ た 図式化な し に理解が で きる よ うに な る こ とが望 ま

しい 。
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PLANT

　 birth　　yロ ung 　　flower　　fruit　　　 falLtng

　 　 　 SPtT コ ut 　 bloom 　　　　　　　 lea》巳S

〈 誕 生 〉 　　　　　　　　 〈 成功 〉 　 〈 死 〉

図 3．Life　is　a　Plant

　次の 図 は 〈Life・is・a・Burden （人生は 重荷 で ある ）〉や くLife　is　Bondage （人生 は束縛 で ある ）〉

を図式化 した もの で ある 。 例 えば ，bear　some 　hardshipは苦難 に耐 える こ とを，　 trapped　in

deep　povertyは 貧困に 苦 しむこ とを表わ す 。 こ の と き，苦難や貧困はそれぞれ burden （重荷）

や cage （囚檻 ） と して 概念化 され て い る。 また，そ うい っ た人 生 の 困難か ら逃 れ る こ とを

emerge 　from　hardshipや escape 　the　poverty など とい う。

日ONDAGE

buchain

　　〈 鎖 〉

life　　　　　　　　　　　　　　　deeth

〈 人生 〉 　　　　　　　 〈 死 〉

　　　　＼ ノ
use 〆escepa

図 4．Life　is　a　Bondage

　 こ の よ うな概 念 メ タ フ ァ
ーの 図 式化 に よ り，単語 の 意 味だ け を調 べ て もわか らな か っ た

作品 の イメ ージ を視覚的 に 捉 え る こ とが 可能 となる 。 また， こ うい っ た イメ ージの 視覚化

に よ り，学習者は 詩作 品 全体に流 れ る詩 人 の 人生 観や世界観に も触れ る こ とが で きる 。 さ

ら に付 け加 え る な らば， こ うい っ た認知詩学の 試 み は，従来 まで の 文芸批評 を越 えた新 た

な文学研 究の 可 能性を開 くもの と考え るこ ともで きる 。

3　授業活動

3．1　授業 目標 と調査参加者

　授業 目標 は ，学習 者 に メ タ フ ァ
ー概 念 を用 い て 英詩 を分析 させ ，理解 させ る こ とで あ り，

最終 的 に学習者が主 体 的に 詩 を読む姿勢 を持 つ よ うにな る こ とで ある 。 授 業参加者 は，関

西 の 大 学 の 4 年生 （英語専攻 ）26名 で ，必修科 目に用 意 され て い る講義の なか か ら各自の

希望 で 選択履修 し，最 後に 5 〜 10 ペ ー ジの 英文 エ ッ セ イが課 され る 。
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3．2　教材

　今回用 い た教材は ，メ タ フ ァ
ーの 代表的 な教科書 K6vecses （2001）で ある 。 授業の 前半

で 学生 は，概念間 の マ ッ ピン グ や メ タフ ァ
ーの 体系性 な ど，認知 詩 学 の 基 礎 とな る 考 え方

を学 習 した 。 また， メ タ フ ァ
ー

表現が 日常 的 な もの で ある こ と，文学作品 に出現 す る メ タ

フ ァ
ー を特異 な もの と して 扱 わ な い こ と，普遍 性 の 高い メ タフ ァ

ー と文化 的背景 に よ っ て

異 な る メ タ フ ァ
ーが あ る こ とな ど を様 々 な具体例 と と もに学 習 した 。 そ して ，作 品全体に

渡 っ て繰 り返 し現れ る メ ガ ・
メ タ フ ァ

ー
に つ い て も学習 した 。

3．3 　 タス ク

　先 に指摘 した とお り、す べ て の 詩 にメ が メ タ フ ァ
ーが 使用 される わ けで は ない 。 そ こ で ，

事前 に教 師が 様 々 な詩集 をあた っ て ，学生 に参考とな る詩 集 を提示す る こ とに した 。 調査

の 結 果， イギ リス ・
ロ マ ン 派， ビ ク トリア 朝の 詩人 の 作 品に メ ガ ・メ タ フ ァ

ー
の 出現が 多

い こ と が わ か っ た の で ， 今 回 は ロ マ ン 主 義 を代 表 す る 詩 入 William　Blake，　William

Wordsworth
，
　John　Keats な ど の 詩集を提示 した 　・　ti

。

　 また，予備 的 に 学生 に 詩 を分析 させ た とこ ろ ，い くつ か の 点 で 十分 に 理 解で きて い ない

こ とがわ か っ たため ，以下 の よ うな指示 を与えた 。

（1）「〜の ような （like− ）」 の 表現が 出て くる 詩は 選択 しない こ と

（2） 十分 な長 さの あ る詩 を選択す る こ と

（3）語彙 の 出現 に
一

貫性の ある もの を選択す る こ と

（4） Life　is　a　Journeyf　Love　is　a　Journeyは， どの よ うな手段 で 旅 をして い たか Gourney　by

　　ship ／j  urney 　by　car ／journey　by　airplane ）で ，時代背景や 文化 的背景 もわか るの で ，な

　　 るべ く具体的な レ ベ ル で メ タ フ ァ
ー を分析す る こ と

（5）概念 メ タ フ ァ
ー AisB の AB は 名詞 にす る こ と

（6）擬 人法 に な っ て い る詩 は 1 つ まで に して ，他の 詩 を探す こ と （例 ：Human 　beings　are

　　Animals／Human 　beings　are 　Plantsが た くさん 出て くる 人は 要注意）

（7）分析す る 3 つ の うち 1 つ は 歌の 歌 詞で もか まわ な い

4 結果

　以下 に，メ ガ ・メ タフ ァ
ーの 分類 （4．1），学生 の 詩の 分析例 （4．2），詩の 分析 に お ける 感

想 （43 ）の 順 に述 べ る。

4．1　 メ ガ ・メ タフ ァ
ー

の 分類

　 どの よ うなメ ガ ・メ タ フ ァ
ーが 詩で 使用 され て い る か統計 を取 る と （資料 1参照 ），人生

に 関 す る メ タ フ ァ
ーが 出現 して い る 詩が 26 篇 （延べ 数 以下 同様），愛 に関 する メ タ フ ァ

ー

を扱 っ て い る 詩が 21 篇 とな っ て い る 。 入生 や愛は ，概念メ タ フ ァ
ー

の 中 で も典型的な もの

で ある が ， m マ ン 派文学が 開花 した 時代 に は T 自然 や 人生 ，愛，生 活，感情
・思 想 な ど を

普段 の 言葉 で 歌 うもの が多か っ た こ とが 影響 して い る と考え ら れ る 。

　 次 に 出現 数が多 い の が ，時間 の 推移 を扱 っ た もの で 11 篇の 詩 に現 れて い る 。 なか で も人

生 の 終 局で ある 死 に 関連す る もの が 最 も多い 。 青春 や 恋愛 な どが 人生 を謳 歌す る もの で あ

るの と同 様に ，死 もすべ て の 人 に訪れる 出来事で ，詩 の 題材 と して 選択 されや すい こ とに

よ る もの と 考 え られ る 。 ま た ， 詩の 技 法 と して 擬 人法 を用 い た もの が 8 回， 感情が 4 回，

5　 平 井正穂 （編 ）（1990）『イギ リ ス 名詩選』岩波文庫 ，松島正
一

（編 ）（2004）『対訳 ブ レ イ ク 詩集
一 イ ギ リ

ス 詩 人 選 〈4＞』岩波 文 庫 ．山 内久明 （編 ）（1998）『対訳 ワ ーズ ワ ス 詩集
一

イ ギ リ ス 詩人選 〈3＞』岩波文庫 ．

6　 現代 詩 や 象徴詩 に こ の 概 念 が 適 用 で きない の は こ の 方法論 の 限界 と い え る 。
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そ の 他 が 6 回 出現 してい る 。

4．2　詩の 分 析例

　 こ こ で は ，学生 に よ る 詩の 分析 例 を 2 つ 紹介す る 。 1 つ 目は ，典型的 なメ ガ ・
メ タ フ ァ

ー

〈Life　is　a　Journey＞が現 れ た Christina　Rossettiの
“
Uphill

”

の 分析例 で あ る 。 こ こ で ， メ ガ ・

メ タ フ ァ
ーを支 えて い るの が ，詩 に 散 りば め られ て い る語彙表現 つ ま り， ミ ク ロ

・
メ タ

フ ァ
ーで ある 。 実際の 分析 で は ，詩 に明示 され てい る表現が何 に見立て られ て い る か を対

応づ ける こ とに よ っ て 進め られる 。

Uphillby

　Christina　Rosse杭i

Does　the　road 　wind 　uphill 　all　the　wayP

Yes，　to　the　very 　end ．

Will　the　day
’

s　journey臉 ke　lhe　whole 　dayP

From 　morn 　to　night
，
　my 　friend．

But　is　there　fbr　the　n萱ght　a　resting 　place？

A 　roof 　for　when 　the　slow ，
　dark　hours　begin．

May 　not 　the　darkness　hide　it　from　my 　face〜

Y6u 　cannot 　miss 　that　inn．

Shall　I　meet 　other 　wayfarers 　at　nightP

Those　who 　have　gone　bef6re．

Then 　must 　I  ock ，　or 　call　when 　just　in　sightP
They 　wHI 　not 　keep　you　standing 　at　the　door

Shall　I　find　the　comfbrt ，　travel−sore 　and 　weakP

Of　labour　you 　shan 丘nd 　the　sum ．

Will　there　be　beds　for　me 　and 　al1　who 　seek ？

Yea
，
　beds　for　all　who 　come ．

　以下 に 示す 〈Life　is　a　Journey＞の メ タ フ ァ
ーの 対応 関係で ，起点領域 （source 　domain）

は 具体的な旅 とい う行為を喚起 す る概念 を指 し， 目標領域 （target　domain） はそれ に よ っ

て 実際 に 表わ され る 人生 に 関す る概念 を指す 。

表 1．起 点 領域 と 目標 領域の 対応関係

Source　domain → Target　domain Source　domain → 漉 rget 　domain

the　road → life the　slo罵 dark　hours → death

end → death that　inn → death
■
」OU 「 ney → lifb the　door → the　end 　of 　Hf6
morn → birth the　conl 丘｝rt → death

night → death trave1−sore 　and 　weak → depression　in五fe

areshng 　Place → death the　sum 　of 　labour → hardwor短ng ・ness 　in　1食

こ の 学生の 対応 表で は，人生 の 困難 を示す wind 　uphill や人生 の 休息 を示 す bed な どの 分
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析 が抜 け落 ちて は い るが ，概 して 適 当 な メ タ フ ァ
ーを抽 出で きて い る。特 に ， こ の 詩で は，

〈Life　is　a　Journey＞ と ＜A 　Lifetime　is　a　Day ＞ とい う二 つ の メ タ フ ァ
ー

が 共起 してお り，そ れ

らが と もに 理解 され て い る 点は 注 目に値する 。 例 えば ，＜Life　is　a　Journey＞に 関す る事例 と

して は、 人生 の 困難が travel−sore 　and 　weak や the・sum ・of　labourと して 表現 されて お り， また

死 が aresting 　place や that　inn と して描 かれ て い る こ とに気づ い て い る 7
。

こ の 詩 の 概念図 は， 次の よ うに示 されて い る 。

〈Death ＞

Inn ＝ Resting 　Place

［点線 は 筆 者 らが 書 き加 え た ］

図 5．詩の イ メ ー ジ図

　こ こ で ， ベ ッ ド ＝ 死 の 床は描 か れ て い な い が 最 終的 に安 らか な眠 りに つ くこ とに気 づ く

こ とが で きて い る 。 また，詩の 中間で 描 か れて い る wayfarers と い う言葉 に気 づ くな らば

点線で 示 した 人 々 が先 に死 んだ 先達で あ る こ とが 指摘 で きた だ ろ う． また ， こ の 絵 の なか

に 同時に 描 くこ とは難 しい か も しれ ない が ，こ の 旅が朝 （morn ）と と もに始 ま り、夜 （night ）

と と もに終 わ る旅で あ る こ と も表現で きる とさ らに よ い よ うに思 う。

　2 つ 目は ， 〈Time 　is　a　Destroyer ＞が 出現 して い る 詩の 分析例 で ある 。

Hke 　as　the　waves 　make 　towardsthe　pebbled　shore

by　William　Shakespeare

Like　as　the　waves 　make 　towards　the　pebbled　shore ，

So　do　ourminutes 　hasten　to　their　end ，

Each　changing 　place　with 　that　which 　goes　before
in　sequent 　toil　aU 　forwards　do　contend ．

Nativlty，　once 　in　the　main 　of　light
，

Crawls　to　maturity
，
　wherewith ，　being　crowned ，

Crooked　eclipses 　
lgainst

　his　glory　fight

And　Tlme 　that　gave，　doth　now 　his　g流 con 丘）und ．

Time　doth　trans且x 　the臼ourish 　set 　on 　youth，

And 　delves　the　para1】els　in　beautyls　brow，

Feeds　on 　the　rari 廿es 　of 　natures 　truth，

And 　nothing 　stands 　but　f（）r　his　scythe 　to　mow ；

And 　yet，
　to　times，　in　hope，　my 　verse 　shall 　stand ，

Praising　thy　worth ，
　despite　his　cruel　hand．

7　概念 メ タ フ ァ
ーは，作品 に お ける最低 限 の 客観的な理解を促進す る た め の 道具 で あ り，個 入 の 自由 な

解釈 を妨げる も の で はな い 。
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表 2．起点領域 と目標領域の 対応関係

Source　domain → Target　domain Source　domain → Target　domaln
■

minute 　hasten → time　flow delve → take　away

all　forwards → tjme　flow feed → take　away

confound → take　away scythe → time

reape 「 → dme mOW → take　away

gi瓧 （＝crOP ） → 正fe（廿me ）

　先 の 詩 と 同様 に， こ の 詩 も大 き く二 つ の メ タ フ ァ
ー に よ り成 り立 っ て い る 。 ひ と つ は

〈Time 　is　a　MoVing　Object （動 く時 間メ タ フ ァ
ー）〉で，時間は観察者で あ る主体の 眼前を過

ぎ行 く物体 とみ な され てい る 。 こ の 学生 は こ れ を time・ flowと して正 し くとらえて い る 。 も

うひ とつ は 〈Time 　is　a　Destroyer （時間は破壊者で ある）〉 とい うメ タ フ ァ
ー

で あ り， こ れ

は confound の 日本語訳が 「破壊者」 と されて い る こ とに 反映 され て い る 。

た だ し， こ の 学生 は時 間 を破壊 者 とい う抽象度の 高い 概 念で
一

般化 せ ず，scythe （鎌）や

mow （刈 り取 る ）と い う語 の 背景 にある 〈Time　is　a　Reaper （時間は 収穫者 で ある）〉と い う

メ タフ ァ
ー と して ま とめ て い る。 しか し，transfix （蹂躙），　 delve （刻み つ ける），　 feed （食

い 荒 らす）とい っ た 表現 を考慮す る な らば， こ れ らの 行 為 は take　away ← reap ） よ りも

destroyの 一種とみ な す方が 正確で あろ う。

　 この 詩の 概念図は ，次の よ うに示 され て い る 。

Reaper

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@
5−一一一一一＿＿一

1 ｝ 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　
　1 し 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 　　　， 、一，r昌＿一

一 一一一 ＝ Time 　　−
＿ ＿ 一 ．  　　　‘　　　　　 　

　 　 　 　　、 　　　1、層嘱rr

一 卩 一 r− ’ I 　 　 　 l 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　　　　l 　　　l　　　　　　　　　
　　　 　　　　　I 　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　　　 　　　コ 　　 　l　　 　　　　 　　　　　　　　　　 　　 」く．く1も　 　　l 　　　　　　　
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　　　1
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　　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　Il
　　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　l　
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k 点 線は 筆者 らが書 き 加え た ］ 図6．詩のイメージ図 　ここで図示されているのは，nothing　stands 　 but 　for
his 　 scytihe 　 to 　 mow という部分を 中心に し たメ タ フ ァー で あ る 。ただ し

こ こ でscythe （鎌）だけが 勝手 に 動 くの で は なく ，そ の 鎌の 所 持 者（ ＝reaper
が 時 間 で あり， こ れ は擬人 化 さ れた 破壊 者として 図 示すべきであ ろ う 。 さら に ， この図 式は

の 部 分的 な図 式化 で あり，gift （ 賜 物） と して 与 えられた 人生 の 時間が収 穫される cro
i作 物） とし て だ けで なく ，食 い荒 ら さ れ る fQod （ 食 物 ）と し て

煌T

化されること などが図示されて いればなおよ かった
よ
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4．3　詩の 分析 に関する感想

　感想 を分類 する と以 下の よ うに なる ．

【発 見の 喜び 】
・何が何 に 置 き換 え られ ，対応 して い るの か ，が わか っ た とき， とて もうれ し くなる 。

・
最初 に 読 ん だ と きに 考 えた こ と とは ま っ た く違 うこ とが 見えて くる の で 面 白か っ た 。

・こ れ まで，文章 や言葉 に よる 表現方法 に は 限 界が あ る と思 っ て い た が ， それ は 単に 私が

　言葉 に よ る 表現 に あ ま り興味が なか っ ただ けで 実 は広い 可 能性が ある と い うこ とを メ タ

　フ ァ
ー表現 の 学習 を通 じて 学ん だ。

【詩人の 意図 を読み とる 】
・

詩 （作者）の ほ ん とに 言い た い こ と とい うの が わ か っ た気が した 。

・隠 され た本 当の 作者の 思 い が メ タ フ ァ
ー

に表れ て い る と感 じた 。

・何 らか の メ ッ セ ージや 違 う意味 が 隠され て い る と思 っ た 。

・詩の 内面 に潜 む作者 の イメ
ージが膨 らむ ように な っ た 。

・何 気 な く読み 過 ごす の で は な く， メ タ フ ァ
ー

をし っ か り理 解す る こ とで 筆者 や作者の 言

　い た い こ とを理 解する こ とに つ なが る と感 じた 。

【詩の 理解 に お ける ス トラ テ ジ ー】

　メ ガ ・メ タ フ ァ
ーは ，詩 を理解 す る の に便利 で あ る 。

・
メ ガ ・

メ タ フ ァ
ーは ， 自分が 詩 を作る うえで の

一
つ の 技 法の よ うに 感 じられた 。

　メ タ フ ァ
ー をわか りや す くイメ ー ジで きる よ うに な っ た 。

・今まで ．「喜び や 怒 りが あふ れ て きた」と い う文章が あ っ て も，きっ と嬉 しい の だろ う，怒 っ

　て い る の だ ろ うと思 う以外 に は特 に 感 じる こ とは な か っ た 。 しか し，授 業で メ タ フ ァ
ー

　に つ い て 考 え る よ うに な っ て か ら は，同 じ文章を読 んで も，今 まで とは少 し捉 え方が変

　わ っ て きた 。 例 えば今回 分析 した 文章 な ら，心の 中に 容器 が あ っ て ，その 中に喜 び や 怒

　りと い う感情 が注が れて い る様子 とい うの を頭 の 中で イ メ ー ジで きる ように な っ た 。

・一
つ の 詩か ら，い か に イ メ

ージが 膨 らむか ，それ は読者 に 委ね られ る 。 それ を助 ける f’

　段 と して ， メ ガ ・メ タ フ ァ
ーの 概 念を用 い る こ とで ．統

一
した

一
つ の 詩 と して 理 解する

　こ とが で きる こ とが 分 か っ た 。

1詩人の ス トラ テ ジー】

　詩 は メ タ フ ァ
ー と い う表現 を利用す る こ とで ，読者 に と っ て 理 解 しや す い 作 品 とな りF

　詩 の 世 界観 を大 い に膨 らませ る 。
つ ま り，上 手 に メ タ フ ァ

ーを 日常生 活 に 取 り入 れ る こ

　 とで 感情表現が豊か に な り，円滑な意思疎通が 可能 に なる の だ 。

・メ タ フ ァ
ー

を使 うこ と に よ っ て ， い ろ い ろな想像や 考え，そ の 背 景 な ど を読 み 手 に 読み

　 とっ て も らお うと して い るの だ と思 う。

【メ タ フ ァ
ー

学習 の効果】
・メ タフ ァ

ー を学習 した こ とに よ っ て 私 の 日常生活 に お け る 表現 の や りと りや 理解が 豊か

　にな る と感 じて い る 。 メ タ フ ァ
ーの 学 習 を通 して私 は 人 々 が比 喩 的表 現 を利用する 理 由

　や 今 まで 気が 付 か なか っ た多 くの こ と を知 り，意識 で きる よ うに な っ た 。

・使 い か た次 第で D 非常 に深 い 意味，嘆 きで あ っ た り，希望 で あ っ た り，愛情 な どを表現

go
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す る こ とが で きた り，そ の ま ま使 うと伝わ りに くい こ とを効果 的に 簡潔 に 伝 え る こ とが

出来 る こ とが分か っ た 。

言葉の 表現の 豊か さを知 っ た 。

【習慣】
・

深い 部分 まで 読 み取 る 習慣 が つ い た 。

・こ れ まで は読み 流 して い た こ とを，言 い 手，書 き手の 意 図す る
， さら に深 い 部分 まで 推

　し測る習慣が つ い た 。

・詩の 読み方が広 が っ た気が する 。

・詩 を深 く読 み， また，裏を読み，作者の 心境 を知 る こ とが で きた 。

【自律 的学習 へ 】
・豊か な表現 が あふ れ て お り，詩 （また は本 ＝ 文字）を読 む こ とで ，幅広 い 世界 を盛 る こ

　 とが で きる し，時代 を知 る こ と もで きる 。 もっ と詩 に触 れて み たい 。

・
これか ら詩 を読 む こ とが 少 しは楽 しくな りそ うだ 。

【その 他】
・こ の 複雑な言葉 を無意識の うちに理 解 して い る 人問の 能力は計 り知れ な い と感 じた 。

・今 回 レポ ー トで こ れ らの 表現 に 触れ， 自分の 語彙の 少な さを痛感 した 。 なん とな く大 ま

　か な イ メ ー ジ をつ か め る もの の ，言葉 に で きない
。 もうす こ し読書 を しよ う． とあ らた

　め て 教養を つ けよ うと思 っ た レ ポー トだ っ た 。

・国語が 苦手で 1 じ っ くり詩 を読 ん だこ とが なか っ た の で ，
一

つ の 詩を時 間をか けて 分析

　 して い くの は とて も良 い 経験 に な っ た 。

　以上 の こ とか ら，学生は ，詩 を読むため の ス トラ テ ジー を手 に 入 れた こ とに よ り，詩人

の 意図を くみ 取 りT内容 を深 く理解す る こ とが で きる よ うに なっ て い る こ とがわ か る 。 また，

メ タフ ァ
ーの 学習 を通 して ，言語表現の 豊か さ，人 間 が持 つ 能力 に も気づ くこ とが で きる

よ うに もな っ て い る 。 さ らに ，
レポ ー トを通 して得た発見の 喜 び，詩 を読 む こ との 楽 し さ

な ど知 的好奇心 を育て る
一

助 とな っ た こ と もうか が い しるこ とが で きる 。

5　ま とめ

　本稿 で は，認知言語学の 概念 メ タ フ ァ
ー を分析の 道具 と して ，英語 を専 門 とす る 大学生

を対象 に，文学的な感性 を磨 き，文学 的理解 を促進 させ るた めの 授業を紹介 した 。 本研 究は，

筆者 らが前回行 っ た授業実践 報告 （谷村 ・仲本 2007）の 延長上 に 位置づ け られる もの で
，

認知言語学，特 に ， メ タ フ ァ
ー理 論 の 成果 を外 国語学習 に応 用す る もうひ とつ の 試 み とい

える 。

　前 回筆者 らは， メ タ フ ァ
ー表現 に 現れ た 英語の 発想の 違 い を通 して ，文化 的な差異 を意

識化 させ ，異文化理 解 を促進 させ る授 業 を展 開 した 。 具体 的に は ， 日本 人 英語学習者 に認

知 意味論 の い う概 念 メ タ フ ァ
ー を学 習 させ ，英語 の 映画台詞 に 出て くる メ タ フ ァ

ー
表現 を

採 集 ・分 析 させ た 。 本研 究 で は t 日常 の 言語生 活か ら遠 い と思 わ れ が ちな詩 を取 り上 げ，

鑑 賞 の 手段 と して 概念 メ タ フ ァ
ー

を利 用 した 。

　今 回 の 授業は 詩の 理 解 に 重点 を置 い た が ， こ うい っ た ア プ ロ
ーチ は現代 ポ ッ プ ス などの

歌詞 や小説や 物語 な どの 分析 に も応用 が可 能で ある 。 さ らに ，高度 なタス ク と して ，メ ガ ・
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メ タ フ ァ
ー

を与えて ，詩 を創作 させ る と い っ た こ とも可 能か も しれ ない
。

こ うい っ た ア プ

ロ ーチ を通 して，今後多 くの 学 習 者が 従 来敬 遠 しが ちで あ っ た詩 に 親 しみ を感 じ
r

主体的

に 作 品へ と向か う・姿勢 を養 っ て い くこ とが 期待 される
8

。
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E*#1TargetCenceptualMetaphors
Poems Tetal

Jttr. Lifetimeisaday Lo,intheorientwhenthegraeiouslightbyWilliamShakespeare 2

DaffodilsbyRobertHerrick 1

DonotgogentleintothatgoodnightbyDylanThomas 1

Lifetimeisayear Autumn:AclirgebyPercyByssheShelley 1

Lifeisajeurney UphillbyChristinaRossetu 5

SkWheredowegofromherebyAliciaKeys 1

wnereliesthelandbyArthurHughClough 1

SeparationbySamuelTaylorColeridge 1

VirtuebyCreorgeHerbert 1

DeathisdepartureCrossingthebarbyAlfredTennyson 5

Lifeisfood OtasteandseebyDeniseLevertov 1

Lifeisaplant Tothevirgins,tomakemuchoftimebyRobertHenick 3

ThelastreseofsummerbyThomasMoore 2

Lifeisagame NkTugofwarbyPaulMcCartney 1
,-!nc Loveisaplant Myprettyrosetreebywr1liarnBlake 3

ThesickrosebyWilliamBlake 2

O,howmuehmoredothbeautybeauteousseembyWilliamShakespeare1

AredresebyRobertBurns 1

LoveandharmonycombinebyWilliarnBlake 1

Loveisajourney ikAwhelenewworldbyNanMenken 2

Wildnightsl-wildnights!byEmilyDickinson 2

O,howIfaintwhenIotyoudowritebyWilliarnShakespeare 2

AmormundibyChristinaRossetti 1

axHeavenbyDJSammy 1

ibvelsaquest LoveinalifebyRobertBrowning 1

LifeinalovebyRobertBrowning 1

Loveisfood SoareyoutomytheughtsasfoodtolifebyWilliamShakespeare 1

Loveisaplay AsanunperfectactoronthestagebyWilliamShakespeare 1

Loveisunity ThebargainbyPhilipSidney 1

HXdi Timeisareaper WhenIdocounttheclockthatte11sthetimebyWilliamShakespeare 1

LikeasthewavesmaketowardsthepebbledshorebyWilliam
Shakespeare

4

TimeisamovingobjectHinctualitybyLewisCarroll 1

Onhisbeingarrivedtotheageoftwenty-threebyJohnMilton 1

DeathisalivingtliingDeath,benotproud,thoughsomehavecalledtheebyJohnDonne 3
BeeauselcouldnotstopforDeathbyEmilyDickinson 1

AP.S AwornanisajewelIhe}dajewelinmyfingersbyEmilyDickinson 1

Awemanisanart skGallerybyMarioVazquez 1

Peopleareplants
'IliesongoftherosebyEdrnundSpenser

3

ThehumanabstractbyWilliamBlake 1

LoveandharmonybyWilliamBlake 1

BodypartsareapersonMineeyeandheartareatamortalwarbyWilliamShakespeare 1

pt.fw Angerisaplant ApoisentreebyWil]iamBlake 2
HappinessisraptureInMaybyJames'Ihornsen 1

PainisnaturalforceMadsongbyWillianiBlake 1
ji-a)fte Sleepisrelease Care£ harmersleep,sonofthesablenightbySamuelDaniel 4

ThinkingisgrasplngTwointheeampagnabyRobertBrowning 1

Warisavoyage OcaptaialMycaptain!byWaltWhitman 1
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